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る 可能牲が 強 い 。

　 　 こ

　以 上 の 報翳 に対 し，河部 氏 よ b3 世 ，4 世 の 華僑 を ど う扱 うか ， 等 ， 「i華僑 」 の 範疇につ h て

質問 が あ 彡，ま た 中村氏 よ bは マ V イ シ ア 華添 に関 して の コ メ ン トが あ つ た 。 こ の ほ か ， 多 くの

討論が あ っ たが 、 座長 よ ウ近 ぐ華儒 に闔す る シ ン ポ ジ ウ ム を行 っ て は どうか ，との 発 霤 が あ っ た。

　　　　　　　　 マ ラ ッ カ 王 国 の 王 統 に つ い て （パ ラ メ ス ワ ラ と

　　　　　　　　 シ ユ リパ ラ メ ス ワ ラ デ ワ サ ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中 島 慎 螂 　 3
　馬 来編年史の史料的価領は低い もの と考え られ て きた が再検討す る 必要 が あ る 。マ ラ ツ カ の 開

拓者 パ ラ メ ス ワ ラ を拝皇迷蘇刺 に従来比定 して い る が ， 私は Pararn　a　 Sura （Pararnes職 a ）

「大英 王 」の意味 の 称号 と解 し ・ 開祖 の 子 パ ラ メ ス ワ ラ 2世 と同 5 世 を拝里 迷蘇刺 に当 て る 。 生

田氏 ttt　／R．　ib　rah 　im な る人物はその 妻及 び しうとの イ ル カ ン 王 の 名前が全然 記さ れ て い な い こ と

か ら架空 の 入物だ ろ うと推測 して い る が 養意 を表 しが た し％ また慈、力八 密 息瓦児 雲ノ眇 を王女 と

結婚 した 身分 の 低 い 男 性 の ジ ャ ワ 系称
’
号 と解 釈す る 生 田説 は疑問 で あ る 。

　半漁半海賊民 ‘セ ラ
ー

テ ）は マ ラ ツ カ王 国 の 一支柱 で あ ワ た と考 え られ る 。 殊 に マ ラ ッ カ の 建

設 及 び マ ラ ツ カ が ポ ル トガ ル 人に よ っ て 攻 略され る際に は重要な 位置を占め て い た 。王統問題 も

ヒ ン ド ウ
ー
勢力 と回教勢力 の他に セ ラ

ー
テ の 勢力 の 側 面か ら考 慮さ れ る べ きで は なか ろ うか 。

　報告 に 対 して は 生田 滋 氏 よ り丁寧な コ メ ン トが あ り ，こ とに史料 の 扱 い 方 に関 し ， 例えば

　 v ，　 　 　 　 　 　 　

Sejameh　 賊 ela 脚 　 な ど を どの よ うに解釈 す べ きか な どに つ い て 異論 が述 ぺ られた 。

　 肇
K、，．ノ

第 4 回 国 際 ア ジ ア 史学 者会 議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市　川　健 二 郎

　 Fourth 　International　Conferenee　 of 　 Historians　 of　 Asia は本年 8 月 5 − 10 日 ク ワ

ラ ノレ ン プ ル の マ ラ ヤ 大学 で 開催 さ れ た 。
116 名の 研究発表 者 が 20 余 ケ 国か ら集ま b ， 地 元 マ ラ

イ シ ア と シ ン ガ ポ ・一
ル を除 く多数参加者は米 國細 よ び オ

ース ト ラ リ ア で あ t た 。共産諸国か ら も

ソ ビ ニ ト 5 名 ，テ ェ
コ ス 卩 バ キ ア 5 名が参力llし ， 北 ボ ル ネオ 領土 問題 で 現地 と対立関係 にあ っ た
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フ ィ リ ピ ン か らも第 2 日以後 3 名 が 参加 した 。 日本 か らの 出席者は市川 ひ と りで ，他に イ ン ド ネ

シ ア 大学 で 講義 して い る 永積昭氏 が現地 参加 した 。

　最終 E の 総会 で 新役員の 改選 （任期 勹968 年 9 月 よ ．り19 ア1年 8月 ま で の 5 年閭 ），
診 よ ぴ

会議開催 予定地 を選 ん だ 。 新会長 は タ イ 国 の ワ ン ワ ィ ・タ ヤ ＝ ン 殿 下 ，3 入 の 副会長 に は fi本 の

山 本達郎教授 （東 ア ジ ァ 代表 ），イ ン ド ネ シ ア の サ ル トノ 教授 （東南ア ジ ア 代表 ）お よ び イ ン ド

か ら
一名 （南 ア ジァ 代表 ）が 選 ば れ た 。第 5回会議は 19 照 年バ ン コ ッ ク で ， 第 6 回会議は 19

ア 4 年 イ ン ド又は パ キ ス タ ン で ， 第 7 回会議は 19 ア7年東京 で そ れぞ れ会催 した い との 希靉案が

可 決さ れ た 。

　 な お 近現代史関係 の 研究発表 の 中に次 の 論文が あ る 。

Robert　varL 撞 e ヱP　Analysis　of 　the　Imperial 　Impact 　in　Java　 during　 the

　　　　　　　　　　 early 　 cultivation 　 system 、

Aldra 　1
’
agazumi

，　 Developrnent　 of 　 W6stern 　Education　in　Indonesia　 dur1  the
、

　　　　　　 　　　　　second 　half　of 　the　　19th 　century 。

Lee 　 Kam 　 H 霆  ，　 Acheh 　 at 　the　turn　 of 　the　19th 　 century 。

込∫eon 　　8nidvongs　＆　Kasern　Sirisumbhundh
，
　p　olitica 王　工dea　of　王（ing　C　hulalongkorn 。

Kenj　i　ro 　工Ch重imvav　 M’laterials　on 　19th 　century 　Thailand　 at 　the　 Toyo　 B　unko ， 　Tokyo．

John 　 A。Larkin ，　 Land　 Policy　重n 　the　Philippines

Edgar 　Widkberg ，　Japanese　Land 　Policies　　in　Taiwan ，　1895 − 1945 ．

L   　Te （匙 G とee ，
　The 　Origins　of 　a　Colonial　 Land　 Policy．

」．ff．　Drabble，　 Investment　in　the　Plantation　 Rubber 　lndustry　in　Malaya ，　circa

　　　　　　　 190 〔］− 22 硝

Saw 　Swee　Hoek ＆ Pearl　C　hu
，
　 The　 P　opulation 　of 　19th 　century 　 P　enang 。

Cheng 鋲 ok 　Hwa ，　 Rice 工mports 　 intO　 Mala アa ： ABrief 　 Histcrical　 Survey、

K ．G．　Tregonning ，　Ocean 　Trade　 as 　 a 　vital 　 faetor　霊n 　the　 eeonomie 　and

　　　　　　　　　 pol量tical　 well 　 bei  of　 the　 states 　 of　 Southeast　 Asia ，

」．A 。　C．Makie，　 Interest　groups　and 　Iiifluation　in　indonesia　since 　1950 ．　Some

　　　　　　　　problems　of 　methodology 　in　history　and 　the　social 　sciences ．

01iver　Pepenoe
，　Sources　 of　Entre

’
preneurship　 in　S　outheast 　 Asia ．

Frank 　 H ．H ．Ki   ，　 The 　 Bank 　 of 　 China 　 is　 Dead ．
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D.]llot'herrnu'j･nd, The  Indian Currency 1876-95:  AProblern  in Asian  Eeonomic
                                                '
                Htstory. .

"･Iilton esbormE, [I]ruong Vinh Ky  and  Phan Thanh Gian: The Probl,en]s of  a

                  Nationlist  Interpretation of  19th  Century  Vietnamese  History.

V.A.Zbarov,  Towards a  seientiiic  division into  periods of  the modern  and

              eonternporary  history of  Indonesia. '

J.M.Pl/uvie)r, The Vietnamese  war  cf  Independenee (1945-54)  and  the prob]etri

              oi  histcrieal objeetivity.

Yoiig Ching  Fatt,  Petterns &  T･ raditicms  of  loynlty  in the Chinese Commu;!ity

                    of Singapore,  f9OD-194:.

Jan]es B.Crou,IE}r, A  Neu7  Asian  Order: Some  notes  on  Prewar  Japanese

                    Nation1isrn.

Grant K.Goodmun,  lapanSs support  ior anti-eommunisin  in the Philippines

                    during the 193Os.

Serafin D.QuaSsDn,  thme  notes  on  the Jap. anese  conimunity  in Mnmila 1898-1941

N.Taling,  ehinese traders  and  entrepot  Labuan in the 19th  eentuty.

John F.Cady,  Arneriea+s  Post-war  Role  in thutheast Asia.

Usha  Mahajani, Laos: A case  studjr  in the Cold  VVar  Diplemacy  of  Aid  and

                Intervention,

Aji'L' S.Rye, A  Note  on  Philippines-India  Ilelations in the Post-Independenee

              Period.

Vaetor M.Fic, The  September 50th  ]taovernent in Indonesia: the role  of, the P.K.L

Sa･iriono Kitrtodirdjc, Religious Movements of Jliva in the a9th  and  20th

                     eenturles.

i'l.J.Bcnda, [[he Samin 1･vlovement.

Th･e Siauxv Giap, The  Samin  N.vement  in .'ava:  Cnmpiementaty  Rematks.

Vi.F.Wertheim, I?rom aliran  to class  struggle  in the countryside  of  JtLva.

e.Vaniekova,Indonesian  Tradition and  the Impaet  oi the West  on  Medern

             Indonesian llheatre and  Drama
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